
　

　当協会は、３月24日静岡県男女共同参画センター
「あざれあ」において全職員が参加して創立記念式
典を開催しました。
　創立記念式典では、去る３月15日に理事会におい
て会長に選任されたばかりの横田会長の挨拶、石黒
副会長の挨拶の後、外山常務理事兼事務局長より
「22年度事業総括及び23年度事業計画」の説明、永

年勤続（15・30年）職員に対する表彰式・
新規採用職員の紹介が行われた。式典終了
後、引き続き互助会総会、職員セミナーでは、
「トラブル・過誤の現状と対策」と題して
田森健診課長代理より、続いて「個人情報の
クラウド化と個人情報保護の変化」と題して
（株）エム・ピー・オーの森口修逸氏による
研修を受けました。

「結核」とは
１　
「
結
核
」と
は
ど
ん
な
病
気
で
、
そ
の
発
生
状
況
は
？

〈
結
核
は
「
現
代
の
病
気
」
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
で
も
ま
だ
重
大
な
感
染
症
で
す
。〉

　

結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
結
核

菌
の
混
ざ
っ
た
タ
ン
が
咳
や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
れ

を
周
り
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
う
つ
り
ま
す
。（
空
気
感
染
）

　

感
染
し
て
も
発
病
す
る
の
は
10
人
に
1
人
程
度
。
結
核
に
感
染
し
て
も
、
必

ず
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
病
し
て
も
、
排
菌
し
て
い
な
け
れ
ば

他
人
に
う
つ
す
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
核
は
か
つ
て
「
国
民
病
」
と
恐
れ
ら
れ
、
50
年
前
ま
で
は
、
年
間
死
亡
者

数
も
10
数
万
人
に
及
び
死
亡
原
因
の
第
1
位
で
し
た
。
医
療
や
生
活
水
準
の
向

上
に
よ
り
、
薬
を
飲
め
ば
完
治
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
病
気

と
思
っ
て
い
た
ら
大
間
違
い
で
す
。
今
で
も
1
日
に
63
人
の
新
し
い
患
者
が
発

生
し
、
6
人
が
死
亡
し
て
い
る
日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

近
年
の
結
核
の
発
生
状
況
を
結
核
新
登
録
患
者
罹
患
率
年
次
推
移
で
み
る
と
、

国
、
県
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
21
年
の
結
核
新
登
録

患
者
数
を
見
る
と
、
全
国
で
２
４
，
１
７
０
人
、
静
岡
県
で
は
６
１
７
人
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

２　

結
核
発
生
の
問
題
点
と
背
景

〈
今
で
も
日
本
は
、
世
界
の
中
で
は
中
蔓
延
国
。�

問
題
は
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。〉

①
　
高
齢
者
の
罹
患
率
が
高
い

　

一
番
多
い
結
核
患
者
は
70
歳
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
青
年
期
に

感
染
し
、
高
齢
に
な
っ
て
抵
抗
力
が
低
下
し
て
か
ら
菌
が
目
を
覚
ま
し
て
発

病
し
ま
す
。
様
々
な
合
併
症
を
持
っ
て
い
る
た
め
治
療
が
難
し
い
。

②
　
若
者
の
結
核
も
要
注
意

　

若
い
世
代
の
集
団
感
染
も
問
題
で
す
。
こ
れ
は
、
都
会
へ
の
移
動
、
海
外

と
の
交
流
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
場
所
を
利
用

す
る
な
ど
、
感
染
の
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
規
則
な
生
活
も
発
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
ま
す
。

③
　
外
国
人
の
割
合
が
拡
大
し
て
い
る

　

結
核
対
策
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
開
発
途
上
国
か
ら
入
国
す
る
若
者

が
、
悪
い
環
境
で
働
き
、
受
診
や
治
療
の
機
会
が
な
い
ま
ま
、
感
染
を
拡
大

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
　
働
き
盛
り
の
人
の
発
見
が
遅
れ
る

　

職
場
の
中
堅
と
し
て
多
く
の
人
と
接
し
て
働
き
、
ま
た
、
家
庭
で
は
親
で

あ
る
人
の
結
核
の
発
見
の
遅
れ
は
次
世
代
に
結
核
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
　
そ
の
他

・
大
都
市
（
大
阪
市
、
名
古
屋
市
、
東
京
都
な
ど
）
の
罹
患
率
は
高
く
、
地

方
都
市
と
地
域
格
差
が
あ
る
。

・
増
加
し
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ
イ
ズ
発
症
者
が
、
結
核
に
感
染
す
る

と
命
と
り
に
な
る
危
険
が
あ
る
。

３　

結
核
予
防
の
今
後
の
課
題

①
　
住
民
の
結
核
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

〈
早
期
発
見
の
た
め
に
、
こ
ん
な
症
状
の
時
は
医
療
機
関
へ
〉

・
咳
が
2
週
間
以
上
続
く

・
タ
ン
が
出
る

・
体
が
だ
る
い

・
急
に
体
重
が
減
る

　

結
核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
咳
や
タ
ン
が
2
週
間
以
上

続
い
た
ら
、
結
核
を
疑
っ
て
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が

続
く
人
か
ら
25
人
に
1
人
の
割
合
で
結
核
患
者
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
は
重
症
化
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
家
族
や
職
場
等
へ
の
感

染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。
お
互
い
に
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
掛

け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
高
齢
者
は
症
状
が
明
瞭
に
現
れ
に
く
い
の
で

周
り
の
人
の
注
意
が
必
要
。

②
　
結
核
予
防
に
対
し
て
行
政
及
び
医
療
関
係
者
の
関
心
を
高
め
る

〈
65
歳
以
上
の
結
核
健
診
受
診
の
す
す
め
〉

　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
取
れ
な
い
時
は
タ
ン
の
検
査
を
す
る
。

〈
予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
の
接
種
率
を
あ
げ
る
〉

〈
適
切
な
医
療
の
提
供
と
患
者
支
援
〉

③
　
保
健
所
結
核
対
策
の
充
実
を
図
る

　

結
核
患
者
の
服
薬
完
遂
支
援
の
た
め
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る

・
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
連
絡
会
議
の
実
施

・
コ
ホ
ー
ト
検
討
会
の
実
施

・
結
核
医
療
従
事
者
等
研
修
会
開
催

・
服
薬
支
援
の
た
め
の
関
係
者
研
修
会
開
催

※「
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ（
直
接
監
視
下
短
期
化
学
療
法
）戦
略
＝
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
結
核
対
策
戦
略
」

結
核
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
、
予
防
の
第
1
歩
！

み
ん
な
で　

早
期
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、結
核
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
も
、薬
を
飲
む
こ
と
で
治
療
が
で
き
ま
す
。

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー　

保
健
師　

西
本　

正
子

「健康づくり・介護予防運動マニュアル」を発行しました
　静岡県総合健康センターでは、大腰筋を使った「コアストレッチウォーキ
ング」や「大腰筋体操」の普及に加え、介護予防等のための運動指導の進め
方をまとめた「健康づくり・介護予防運動マニュアル」（指導者向け）及びリー
フレット「すこやか大陸」（一般向け）を作成し、健康づくり運動プログラ
ムの一層の普及を図っています。

★生活習慣病予防、介護予防の現場で適切な運動指導が可能に
　対象者と目的（骨折・転倒予防、膝痛・腰痛予防、健康づくり）に合わせ、
運動指導がやさしく、適切に行えるよう、図解を多く用いた具体的な指導解
説書です。運動の専門職員以外でも運動指導がわかる内容のマニュアルです。
　県内市町・介護保険事業所等の職員を対象とした本マニュアルの研修会を、
県健康福祉センターを通じて開催しています。
　【研修会の開催実績及び今後の予定】
年度 開催月日 場　　所

22年度
平成22年12月６日 富士健康福祉センター管内
平成23年１月13日 東部・御殿場健康福祉センター管内
平成23年２月８日 熱海健康福祉センター管内

23年度 各健康福祉センターを
通じてお知らせします

県内全域において
実施します（予定）

★マニュアルの教材として一般向けリーフレット「すこやか大陸」も用意しました
　市町、介護保険事業所等の職員が、高齢者に運動指導を行う際に、わかり
やすくポイントをまとめた一般向けリーフレット「すこやか大陸」を、「ス
トレッチング」（46号）「骨折・転
倒予防」（47号）「膝痛・腰痛予防」
（48号）のテーマ別に３種類用意
しています。高齢者自身が、この
リーフレットを見ながら、日常生
活において運動することができる
内容となっていますので、運動習
慣の定着を図ることが可能です。

★県民健康公開講座（参加無料）を開催します！　※事前申込が必要です
　健康づくり・介護予防の運動をテーマに、公開講座を開催します。

期日 テーマ 講師 会場
８月７日㈰ これいでいいの？中高年からの運動（仮） 国立健康・栄養研究所　宮地元彦氏 静岡県総合健康

センターホール 
（三島市谷田2276）12月２日㈮ 「筋トレ、脳トレでお達者づくり！」介護予防について考えよう 東京都健康長寿医療センター　大渕修一氏

静岡県総合健康センター　電話055-973-7000　 http://www.sukoyaka.or.jp/

横田　通夫　会長

新規採用職員

創立記念式典

静岡県総合健康センター

すこやかセンター
だより�

全　国 県
新登録患者数（人） 24,170 613

　罹患率（人口10万対） 19.0 16.2

喀痰塗沫陽性患者数（人） 9,675 267

　罹患率（人口10万対） 7.6 7.0

平成21年結核新登録患者現状
（国、県）

国・県の結核新登録患者罹患率
（人口10万対）年次推移
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平成21年 
結核新登録患者年齢
構成（静岡県）(%)

「健康づくり・
介護予防運動マニュアル」

「すこやか大陸47号　骨折・転倒予防」

平成23年７月１日	 け ん こ う 静 岡� 第106号（2）


